
　

平
成
23
年
の
学
区
再
編

（
日
置
学
区
か
ら
鹿
児
島
学

区
へ
変
更
）
に
伴
い
、
鹿
児

島
市
在
住
の
生
徒
の
入
学
者

が
増
え
始
め
、
今
で
は
全
校

生
徒
の
約
４
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
創
立
１
０
０
周
年
の

伝
統
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、

進
取
の
精
神
で
新
し
い
伊
集

院
高
校
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

伊
高
Ｒ
ｅ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
「
単
元
テ
ス
ト
」、「
２
学

期
制
」、「
二
人
担
任
制
」、「
頭

髪
服
装
指
導
廃
止
」、「
制
服

再
編
」
は
本
校
の
特
色
あ
る

取
組
の
一
例
で
す
。

　

生
徒
が
短
い
ス
パ
ン
で
計

画
的
に
勉

強
し
や
す

い
「
単
元
テ

ス
ト
」、
年

間
総
授
業
時

数
が
増
え
つ

つ
も
、
秋
休

み
が
あ
り
生

徒
に
好
評

の
「
２
学
期

制
」、
生
徒

が
相
談
し
や

す
く
、
教
員

の
業
務
改
善

に
も
つ
な
が

る
「
二
人
担

任
制
」、
生

徒
の
自
律
心
・
多
様
性
意

識
醸
成
に
有
用
な
「
頭
髪

服
装
指
導
廃
止
」・「
制
服
再

編
」
な
ど
、
伝
統
に
甘
え
る

こ
と
な
く
様
々
な
取
組
に
挑

戦
中
、
ま
さ
に
伊
高
Ｒ
ｅ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
で
す
。
変

化
の
大
き
い
こ
の
時
代
に
、

あ
ら
た
め
て
進
取
の
精
神
を

強
く
意
識
し
、
教
育
界
の
潮

流
に
取
り
残
さ
れ
な
い
学
校

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

ゆ
す
の
時
間

　

本
校
で
は
、
総
合
的
な
探

究
の
時
間
を「
ゆ
す
の
時
間
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
か
ら
、
そ
の
学
習
発
表

会
を
日
置
市
文
化
会
館
に
て

一
般
公
開
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
「
ゆ
す
」
は
「
伊
集
院
」

の
地
名
の
由
来
と
も
言
わ
れ

る
樹
木
で
す
。
１
年
次
は
地

元
日
置
市
に
つ
い
て
の
課
題

を
発
見
し
、
解
決
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
探
究
し
ま
す
。
生
徒
・
職

員
と
も
に「
地
域
に
貢
献
し
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
伊
集
院

高
校
」
で
あ
り
続
け
る
方
法

を
探
究
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

　

伊
集
院
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
中
心
に
、
研

修
部
、
生
活
指
導
部
、
保
健

体
育
部
、
文
化
部
を
設
け
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
部
は
、
年
２
回
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
新
聞
発
行
、
県
内
上
級

学
校
へ
の
研
修
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
研
修
視
察
の
令

和
６
年
度
訪
問
先
は
、
鹿
児

島
医
療
技
術
専
門
学
校
、
志

學
館
大
学
、
鹿
児
島
県
立
短

期
大
学
で
し
た
。

　

生
活
指
導
部
は
、
地
域
の

生
活
指
導
連
絡
協
議
会
に
は

出
席
し
ま
し
た
が
、
以
前
行

っ
て
い
た
地
域
行
事
等
の
見

回
り
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
き
っ
か
け
に
活
動
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

保
健
体
育
部

は
、
年
２
回
の
学

校
保
健
委
員
会
へ

の
出
席
の
他
、
妙

円
寺
走
歩
大
会
の

際
の
給
水
活
動
等

を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
妙

円
寺
走
歩
大
会

は
、
創
立
１
０
０

周
年
記
念
ゲ
ス
ト

と
し
て
、
鹿
児
島

マ
ラ
ソ
ン
や
県
下

一
周
駅
伝
で
活
躍

中
の
飛
松
佑
輔
さ
ん
と
、
箱

根
駅
伝
に
出
走
経
験
の
あ
る

本
校
Ｏ
Ｂ
の
田
口
哲
さ
ん
を

お
招
き
し
、
生
徒
た
ち
は
名

ラ
ン
ナ
ー
と
一
緒
に
走
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
部
は
文
化
祭
時
の
Ｏ

Ｂ
バ
ザ
ー
補
助
と
駐
車
場
誘

導
等
を
行
い
ま
し
た
。
令
和

６
年
度
文
化
祭
は
１
０
０
周

年
記
念
と
し
て
、
14
店
舗
か

ら
な
る
Ｏ
Ｂ
バ
ザ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
・
生
徒
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
体
と
な
り
、
か

つ
て
伊
高
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

と
い
わ
れ
た
「
野
菜
パ
ン
」

や
学
校
近
く
に
あ
る
「
焼
き

肉
ぱ
る
ぱ
る
の
焼
き
肉
弁

当
」
は
バ
ザ
ー
開
始
数
分
で

完
売
す
る
な
ど
、
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
活
動
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
協
力
を
得
て
充
実
し
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
、

良
さ
は
残
し
つ
つ
、
改
め
る

べ
き
を
改
め
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
し
な
や

か
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
頭
　
切
手
　
浩
隆
）

　
本
校
は
令
和
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
校
の
歴
史
は
大
正
12
年
の
旧
制
伊
集
院
中
学
校
開
校
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
新

学
制
に
伴
い
昭
和
24
年
に
男
女
共
学
の
伊
集
院
高
校
が
発
足
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
約
二
万
四
千
人
の
方
々
が
本
校
を
卒
業
し
て
、
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
生
徒
た
ち
は
、
校
訓
の
「
自
律
・
忍
耐
・
友
愛
・
公
徳
」
と
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー

の
「
伊
高
３
Ｋ　
気
づ
き・考
え・行
動
す
る
」
を
踏
ま
え
、
様
々
な
教
育
活
動
を
通
し
て
、

明
る
く
伸
び
や
か
に
成
長
す
る
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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100周年記念式典で旧制伊集院中の
校歌を斉唱する生徒たち

校舎遠景（正門付近から）


